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一般市民：科学的情報固有の不確実性を知っている
（Bushら，2001）

データを簡略化した時の不確実性に対する知識がある
簡略化されたデータのみでなく、
全ての生のデータを公開する

一般市民は自分達でそれを評価する
セカンドオピニオンの聴取
全体の理解が深まる

専門家ーー社会の関係性の中で科学的結論を紡いでいく。
科学的分析と合理的選択は別のもの



専門家と一般市民とのあり方

先行研究（科学技術社会論）では

欠乏モデル【deficit model】：公衆理解＝専門家によって作ら

れる情報の忠実な吸収の度合い

文脈モデル【contextual model】：専門家の知識・提案を、非専

門家個人に内在する体験・知識から評価・解釈

J. Bush【2001】：Keeping the public informed?他

例） E県

欠乏モデルから
文脈モデルへ

【県議員】 条件設定ＷＧは３人だが、××ＷＧは１人で不安。

【専門家】 答えが１つしかないところが問題。
判断を加えたものでないものを提出して欲しい。

【専門家】 データ整理の外注に対して・・・こういうものを作成
できる能力のある方はどんどん作って欲しい。

（（（（市民側市民側市民側市民側のののの科学者科学者科学者科学者のののの役割役割役割役割））））



事例の議事録の解析・比較

協働的相互作用モデル【co-operative model】

専門家とそれ以外が、科学的検討結果のみではなく、その導導導導
出出出出プロセスプロセスプロセスプロセスにおいても、協働するシステム

公開された共有のデータを用いて、各々が様々な立場の関心
事から結果を推定

対等の立場で比較して、行政側と何が違う
のかを討論する

「公共事業の選択」を議論する場

合意形成合意形成合意形成合意形成におけるにおけるにおけるにおける専門家専門家専門家専門家のののの役割役割役割役割：
市民の側に立った専門家



科学者が市民側の科学コンサルタントになるため
に必要な準備

• 第一次社会化（家族）

• 第二次社会化（学校などの集団）

• 職業的社会化（会社などの職能集団）

• 第四の社会化の必要性（地域社会や市民
団体） 時間の流れ、組織の構造が違う



〈Beder（1991）の五つの終結パターン〉

①関心がなくなることによる終結

②権力を通した終結

ｅｘ．行政が決定を宣言する。資金がなくなる。

③一致による終結

ｅｘ．（公平性、妥当性に関係なく）利害関係が一致す
る、力を持った専門家の意見に流される。

④交渉による終結

ｅｘ．取引を含む交渉を受け入れる。

⑤健全な議論による終結

ｅｘ．参加者が事実に対して賛成でき、ある特定の結
論が最も適切であるということに同意する。



〈中立モデルと対立モデルの例〉

〔中立モデル〕

一般市民（住民漁業者等）

調停専門家

（メディエーター等）

提案者（行政等）

〔対立モデル〕

一般市民（住民漁業者等）

提案者（行政等）

中
立
的
調
停

ディベート

＋科学専門家専門家専門家専門家

＋科学専門家専門家専門家専門家



〈分析の方法〉
約４０００ページの委員会の議事録から

一般市民と一般市民

一般市民と専門家 が対立している場面

専門家と専門家 を見つけ分析する。

使用する議事録は

・Ａ委員会議事録
・Ｂ委員会議事録
・Ｃ会議議事録
・Ｄ協議会議事録
とする。



・一般市民同士の議論では、学術的にも効率的にもなりにく
い。（Ｃ、Ｄ）

・一般市民と専門家の議論は、一般市民が専門的な知識を
持っていないため、議論に効果的に参加できていない。（
Ａ、Ｃ）

・専門家同士の活発な議論は委員全体の共通認識を深め
ている。（Ｂ）

・中立モデルでは健全な議論による終結はもたらされ
ていない。

・技術専門家が一般市民をサポートし、ディベートする
対立モデルであればこれらの問題は解決される。



設問（ Research Question）

「「「「公共事業公共事業公共事業公共事業のののの選択選択選択選択」」」」においてにおいてにおいてにおいて、、、、専門家専門家専門家専門家のののの説明説明説明説明・・・・判断判断判断判断とととと一般市民一般市民一般市民一般市民
のののの認識認識認識認識・・・・判断判断判断判断とのとのとのとの間間間間にはにはにはには、、、、何故何故何故何故ズレズレズレズレがあるのかがあるのかがあるのかがあるのか？？？？

専門家専門家専門家専門家とととと一般市民一般市民一般市民一般市民とがとがとがとが各各各各々々々々有有有有するするするする知識知識知識知識はははは、、、、量的量的量的量的にもにもにもにも、、、、質的質的質的質的にもにもにもにも
異異異異なるがなるがなるがなるが、、、、相互理解相互理解相互理解相互理解はははは可能可能可能可能であるであるであるである。。。。さらにさらにさらにさらに、、、、「「「「健全健全健全健全なななな議論議論議論議論によるによるによるによる
終結終結終結終結」」」」がががが実現実現実現実現できできできでき、、、、合意合意合意合意のののの形成形成形成形成がががが可能可能可能可能であるであるであるである。。。。

作業仮説（Operation Hypothesis)



解析の方法論

マイクロエスノグラフィーマイクロエスノグラフィーマイクロエスノグラフィーマイクロエスノグラフィーのののの方法方法方法方法 箕浦箕浦箕浦箕浦・・・・柴山柴山柴山柴山
【【【【1999】】】】

出来事出来事出来事出来事がががが生起生起生起生起するするするする現場現場現場現場

→→→→人人人人々々々々のののの自然自然自然自然なななな行動行動行動行動をををを文脈文脈文脈文脈ごとにごとにごとにごとに記録記録記録記録
（（（（例例例例えばえばえばえば本研究本研究本研究本研究ではではではでは、、、、議事録議事録議事録議事録ををををテキストテキストテキストテキストとしてとしてとしてとして使用使用使用使用））））

→→→→人人人人々々々々のののの営営営営みやみやみやみや世界世界世界世界をををを理解理解理解理解するするするする方法方法方法方法



理論的背景

（１）西欧で実証されている社会心理学的現象の多くは、東東東東
洋洋洋洋でででで非常非常非常非常にににに異異異異なったなったなったなった形態形態形態形態をとるをとるをとるをとる

（２）文化間文化間文化間文化間のののの差異差異差異差異はははは各文化各文化各文化各文化にににに共有共有共有共有されるされるされるされる暗黙暗黙暗黙暗黙のののの自己観自己観自己観自己観をををを
反映反映反映反映している

北山北山北山北山（（（（1994））））

欧米欧米欧米欧米のののの事例事例事例事例によりによりによりにより定義定義定義定義されたされたされたされた枠組枠組枠組枠組みをみをみをみを、、、、日本日本日本日本のののの事例事例事例事例にそのにそのにそのにその
まままままままま適用適用適用適用することはできないすることはできないすることはできないすることはできない

欧米欧米欧米欧米；「；「；「；「相互独立的自己観相互独立的自己観相互独立的自己観相互独立的自己観」」」」
自己自己自己自己はははは他者他者他者他者やややや状況状況状況状況とととと切切切切りりりり離離離離されたされたされたされた独立独立独立独立したしたしたした存在存在存在存在

日本日本日本日本；「；「；「；「相互協調的自己観相互協調的自己観相互協調的自己観相互協調的自己観」」」」
自己自己自己自己はははは他者他者他者他者とのとのとのとの関係性関係性関係性関係性やややや状況状況状況状況とととと本質的本質的本質的本質的にににに結結結結びびびび
ついたついたついたついた存在存在存在存在



理論的背景

質的分析質的分析質的分析質的分析

箕浦箕浦箕浦箕浦・・・・柴山柴山柴山柴山
【【【【1999】】】】

統計的手法統計的手法統計的手法統計的手法をををを用用用用いたいたいたいた量的分析量的分析量的分析量的分析ではではではでは捉捉捉捉えられないえられないえられないえられない側面側面側面側面をををを照照照照らららら
しししし出出出出しししし、、、、発話発話発話発話にににに埋埋埋埋めめめめ込込込込まれたまれたまれたまれた意味意味意味意味のやりとりをのやりとりをのやりとりをのやりとりを深深深深くくくく理解理解理解理解するするするする。。。。

解釈論的解釈論的解釈論的解釈論的アプローチアプローチアプローチアプローチ

個人個人個人個人のののの行動行動行動行動とそのとそのとそのとその背後背後背後背後にあるにあるにあるにある意味意味意味意味とのとのとのとの連関連関連関連関をををを解釈解釈解釈解釈しししし、、、、人間人間人間人間
行動行動行動行動をををを理解理解理解理解するするするする。。。。



解析の流れ

1.1.1.1. AAAA委員会委員会委員会委員会（（（（議事録議事録議事録議事録））））

2.2.2.2. CCCC会議会議会議会議（（（（議事録議事録議事録議事録、、、、傍聴傍聴傍聴傍聴））））

3.3.3.3. EEEE委員会委員会委員会委員会（（（（議事録議事録議事録議事録））））

4.4.4.4. FFFF協議会協議会協議会協議会（（（（議事録議事録議事録議事録））））

5.5.5.5. JJJJ委員会委員会委員会委員会（（（（委員委員委員委員としてとしてとしてとして参加参加参加参加））））

解析解析解析解析データデータデータデータ：：：：議事録議事録議事録議事録

解析枠組解析枠組解析枠組解析枠組みみみみ

•公衆理解公衆理解公衆理解公衆理解ののののモデルモデルモデルモデル（（（（石垣石垣石垣石垣、、、、2002））））

•論争論争論争論争のののの終結終結終結終結パターンパターンパターンパターン（（（（ BederBederBederBeder、、、、1991））））

導入導入導入導入
解析解析解析解析

「「「「健全健全健全健全なななな議論議論議論議論によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」をををを果果果果たすためのたすためのたすためのたすための条件条件条件条件のののの明確化明確化明確化明確化

A4A4A4A4版版版版6000600060006000ページページページページ



科学の公衆理解のモデル

•欠乏欠乏欠乏欠乏モデルモデルモデルモデル【【【【deficit model】】】】：：：：

公衆理解公衆理解公衆理解公衆理解＝＝＝＝専門家専門家専門家専門家によってによってによってによって作作作作られるられるられるられる情報情報情報情報のののの忠実忠実忠実忠実なななな吸収吸収吸収吸収のののの度合度合度合度合いいいい

•文脈文脈文脈文脈モデルモデルモデルモデル【【【【contextual model】】】】：：：：

専門家専門家専門家専門家のののの知識知識知識知識・・・・提案提案提案提案をををを、、、、一般市民一般市民一般市民一般市民にににに内在内在内在内在するするするする体験体験体験体験・・・・知識知識知識知識からからからから評価評価評価評価・・・・解釈解釈解釈解釈

Bushらららら【【【【2001】】】】

•協働的相互作用協働的相互作用協働的相互作用協働的相互作用モデルモデルモデルモデル【【【【co-operative model】】】】

専門家専門家専門家専門家とととと一般市民一般市民一般市民一般市民とがとがとがとが、、、、科学的検討結果科学的検討結果科学的検討結果科学的検討結果のみではなくのみではなくのみではなくのみではなく、、、、そのそのそのその
導出導出導出導出プロセスプロセスプロセスプロセスにおいてもにおいてもにおいてもにおいても、、、、協働協働協働協働するするするするシステムシステムシステムシステム 柴山柴山柴山柴山らららら【【【【2003】】】】



•テーマテーマテーマテーマ：：：：既存案既存案既存案既存案のののの評価評価評価評価ではなくではなくではなくではなく、、、、具体案具体案具体案具体案のののの新新新新たなたなたなたな提案提案提案提案ができができができができ
るようなるようなるようなるような問問問問いのいのいのいの立立立立てててて方方方方

•人人人人 選選選選：：：：意識意識意識意識レベルレベルレベルレベルがががが高高高高いいいい、、、、様様様様々々々々なななな立場立場立場立場のののの委員委員委員委員のののの採用採用採用採用

特定特定特定特定のののの分野分野分野分野でででで代替案代替案代替案代替案がががが作成作成作成作成できうるできうるできうるできうる委員委員委員委員のののの採用採用採用採用

•専門家専門家専門家専門家：：：：わかりやすいわかりやすいわかりやすいわかりやすい言葉言葉言葉言葉のののの使用使用使用使用
個人個人個人個人にににに内在内在内在内在するするするする知識知識知識知識へのへのへのへの積極的積極的積極的積極的なななな対応対応対応対応

•一般市民一般市民一般市民一般市民：：：：利害利害利害利害のみでなくのみでなくのみでなくのみでなく、、、、立場立場立場立場のののの相対化相対化相対化相対化をををを図図図図るるるる必要必要必要必要ありありありあり

勉強勉強勉強勉強しししし、、、、知識知識知識知識レベルレベルレベルレベルのののの向上向上向上向上をををを図図図図るるるる必要必要必要必要ありありありあり

•行政行政行政行政などのなどのなどのなどの提案者提案者提案者提案者：：：： データデータデータデータのののの公開公開公開公開
的確的確的確的確なななな調査調査調査調査とととと、、、、質問質問質問質問へのへのへのへの明確明確明確明確なななな回答回答回答回答

知識知識知識知識レベルレベルレベルレベルのののの向上向上向上向上をををを図図図図るるるる機会機会機会機会のののの設定設定設定設定

協働的相互作用モデル（柴山ら、2003）の適用マニュアル



柔軟な案・可逆性のある案・実験的な施策

意思決定後の判断基準の事前設定が必要

意思決定意思決定意思決定意思決定

評価指標・項目などの判断基準に関する共通認識の形成

•「「「「修辞修辞修辞修辞によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」

•「「「「交渉交渉交渉交渉によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」

•専門家側の都合の良い判
断への警戒

•答申等のまとめの中に約
束事などを記載し担保

案案案案のののの実行実行実行実行

事後評価・監視（協働協働協働協働モデルモデルモデルモデルによる）

「「「「健全健全健全健全なななな議論議論議論議論によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」の実現

「「「「権力権力権力権力によるによるによるによる終終終終
結結結結」「」「」「」「誘導誘導誘導誘導によるによるによるによる
終結終結終結終結」」」」への警戒

「「「「関心関心関心関心のののの喪失喪失喪失喪失によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」を回避

「「「「総意総意総意総意によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」ではなく



結 論 ①
住民参加型協議会住民参加型協議会住民参加型協議会住民参加型協議会のののの分析分析分析分析

•論争論争論争論争のののの終結終結終結終結パターンパターンパターンパターン分類分類分類分類（（（（Beder【【【【1991】】】】））））

•欠乏欠乏欠乏欠乏モデルモデルモデルモデルにはにはにはには限界限界限界限界（（（（科学技術社会論科学技術社会論科学技術社会論科学技術社会論））））

誘導誘導誘導誘導によるによるによるによる終結終結終結終結（（（（Closure through Conduct））））

既既既既にににに用意用意用意用意されているされているされているされている結論結論結論結論のののの正当性正当性正当性正当性をををを理解理解理解理解させるためにさせるためにさせるためにさせるために
都合都合都合都合のののの良良良良いいいいデータデータデータデータやややや資料資料資料資料をををを提供提供提供提供しししし、、、、誘導誘導誘導誘導することですることですることですることで図図図図らららら
れるれるれるれる終結終結終結終結

→→→→欠乏欠乏欠乏欠乏モデルモデルモデルモデルがががが根強根強根強根強くくくく支配支配支配支配

→→→→該当該当該当該当のののの終結終結終結終結パターンパターンパターンパターンなしなしなしなし

→→→→説明力説明力説明力説明力がががが高高高高いいいい



修辞修辞修辞修辞

総意総意総意総意

交渉交渉交渉交渉

rhetoric

negotiation

consensus

終結終結終結終結のののの分類分類分類分類

権力権力権力権力

force

loss of interest

関心関心関心関心のののの喪失喪失喪失喪失

健全健全健全健全なななな議論議論議論議論

sound argument

【【【【論争論争論争論争のののの終結終結終結終結パターンパターンパターンパターン】】】】

誘導誘導誘導誘導

conduct



結 論 ②

• 協働的相互作用協働的相互作用協働的相互作用協働的相互作用モデルモデルモデルモデル（（（（柴山柴山柴山柴山らららら、、、、2003200320032003））））のののの適用適用適用適用はははは有効有効有効有効。。。。

• BederBederBederBeder(1991199119911991)のののの定義定義定義定義ではではではでは否定的否定的否定的否定的にににに捉捉捉捉えられていたえられていたえられていたえられていた「「「「修辞修辞修辞修辞によるによるによるによる終終終終

結結結結」」」」をををを図図図図るるるるプロセスプロセスプロセスプロセスはははは「「「「健全健全健全健全なななな議論議論議論議論によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」へのへのへのへの手段手段手段手段としてとしてとしてとして有効有効有効有効。。。。

• 専門家専門家専門家専門家のののの積極的積極的積極的積極的なななな見解見解見解見解のののの表明表明表明表明がががが必要必要必要必要。。。。ただしただしただしただし、「、「、「、「誘導誘導誘導誘導」」」」はははは不可不可不可不可。。。。

• 多様多様多様多様なななな利害関係者利害関係者利害関係者利害関係者がががが参加参加参加参加しているしているしているしている場合場合場合場合、「、「、「、「総意総意総意総意によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」はははは困難困難困難困難
であるためであるためであるためであるため、「、「、「、「意思決定意思決定意思決定意思決定」」」」やややや「「「「交渉交渉交渉交渉」」」」によってによってによってによって妥協点妥協点妥協点妥協点をををを探探探探りりりり、、、、議論議論議論議論するするするする
こともこともこともことも必要必要必要必要なななな場合場合場合場合ありありありあり。。。。

「「「「健全健全健全健全なななな議論議論議論議論によるによるによるによる終結終結終結終結」」」」実現実現実現実現へのへのへのへの条件条件条件条件



「沿岸域における合意形成」
１．達成するべき価値
誰にとっての価値か？ 自律的管理による価値創造
２．合意形成の過程
協働的過程をどう設計するか？
考え方の枠組みや方法は揃いつつある
健全な議論による終結 協働的相互作用モデル 対立モデル
広範な議論の基盤 データの公開 ＸＭＬ（標準化）
ＣＲＡＮＥＳ 議論の構造分析と支援
住民からの代替案 地元の意志とその系譜
設計の自由度は高い 社会関係の組み替え 利用者の立場
からの価値向上 標準化による負担の軽減 データ使用の合
意形成 データに基づいたイメージの記述 良い案を作るため
の議論過程 議論の後の意志決定 手続き制度の設計 合意
形成は永続的


